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SAP ECC6.0からSAP S/4HANA®への移行を
ワンストップで実現

注 意

① このドキュメントを外部のユーザーと共有する場合は、PDF形式に変換してください。

② このドキュメントをMS形式で共有する場合は、読み取り専用ドキュメントとして保存してくだ

さい。

③ マスターページの「Fujitsu Infinity Pro」を埋め込むための文字列は削除しないでください。

④日本語はメイリオ、英数字はFujitsu Infinity Pro、行間1.4倍で作成しています。スライ

ドの見本を参考に作成してください。

⑤ ヘッダーとフッターの編集はスライドマスターで行います。

「表示」タブのマスター表示「スライドマスター」をクリックし、スライドマスターを表示して更新し

てください。

⑥ スライド内の図表や枠線などのカラーは、基調色にあわせてください。

L4 1枚パンフレット（表面／概要図あり）

① 概要図がある場合は、上下２分割とします。概要文＋図の下にセクションをわけるための

図形を挿入してください。図形はセカンダリバックグラウンドを利用してください。

②下半分は自由項目とします。段組みは1段もしくは2段としてください。

③本文のフォントサイズは、大：16pt、中：11pt、小：9ptとしています。

スライドの見本を参考に作成してください。

※テンプレートはブルーですが、色の選択は自由です。

富士通のSAP S/4HANAコンバージョンサービスは、豊富なプロジェクト実績とグローバルリソースの活用により、お客様

のご利用中のSAP ECCを安心かつ、安全にSAP S/4HANAへのコンバージョンをサポートします。

また、プロジェクト開始前のアセスメントサービスによる非互換診断、プロジェクトでの非互換対応～移行後のテスト支

援までワンストップでコンバージョンサービスを提供いたします。

SAP S/4HANAコンバージョンサービス
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オファリングの概要を説明する
リード文の検討をお願いいたします。

現在の記載は他オファリングの例文と
なります。

他の部分は現行ホームページから
画面キャプチャを貼っています。

記載内容は現行ホームページに
則る必要はありません。
修正がありましたら、

吹き出しで構いませんので
その箇所に記載をお願いします。

様々な変化に柔軟に対応するためのERP基盤「SAP S/4HANA」

これまでSAPはSoRとしてのSAPコア機能の導入がニーズでしたが、SAPコア機能とクラウドベースの最新テクノロジー・
SaaSとがつながるシステムや業務最適化のニーズに変化してきています。ERPコアを「S/4HANA」へ移行することで、
PaaS基盤やLoB系製品との連携を可能にします。
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⚫ SAP、SAPロゴ、記載されているすべてのSAP製品およびサービス名はドイツにあるSAP SEやその他世界各国における登録商標または商標です。またその他の商標情報および通知については、
https://www.sap.com/copyright をご覧ください。

⚫ 本資料に記載されているシステム名、製品名等には、必ずしも商標表示（（R）、TM）を付記していません。

富士通コンタクトライン
https://contactline.jp.fujitsu.com/contactform/csque02101/073586/
富士通株式会社
〒212-0014 神奈川県川崎市幸区大宮町1-5 JR川崎タワー

お問い合わせ先

L4 1枚パンフレット（裏面／関連リンクあり）

① 裏面は自由項目とします。あまり細かくならないよう、セクション数は3つを目安に、最大4つ

までとしてください。

②セクション内の段組みは、1段もしくは2段としてください。

③関連リンクのセクションは明確にわかるよう、背景に図形を挿入してください。図形はセカン

ダリバックグラウンド、もしくはヘッダーと同じプライマリーカラー、Black、Gray 2の塗りつぶし

を推奨します。

※本スライドではスライドマスターに図形を挿入しています。

④関連リンク内のテキストボックスは、他セクションと比較して横幅を狭く設定してください。

⑤ 問い合わせ先の右側には問い合わせフォームへ遷移するQRコードを挿入してください。

※QR生成ツールに指定はありません

⑥本文のフォントサイズは、大：16pt、中：11pt、小：9ptとしています。

スライドの見本を参考に作成してください。
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「SAP S/4HANAコンバージョンサービス」では、お客様が現在ご使用中のSAP ERPシステムの業務データやシステムのパラ

メータ設定、アドオン開発機能を引き続きご利用出来るように、SAP S/4HANAでは互換性のない要素（非互換）を抽

出して改修方針を立案/ご承認頂いたのちにSAP S/4HANAへ移行します。（注1）

Intelligent Sustainable Enterpriseを実現する
SAP S/4HANAへの移行～コンバージョンサービスのご紹介～

SAP S/4HANA マイグレーションセミナー
講演

富士通が提供するSAP S/4HANAコンバージョンサービスの強み

SAP S/4HANAコンバージョンサービスの概要

動画で見るSAP S/4HANAコンバージョンサービス

SAP S/4HANAコンバージョンサービス

豊富な実績 オフショアリソースの活用 ワンストップコンバージョン

これまで本コンバージョンサービスを適用した数々

のプロジェクト実績があります。実績に裏打ちされ

た経験と移行ツールの利用により、お客様のシステ

ムを安心かつ安全にSAP S/4HANAへ移行しま
す。

本サービスではオフショアメンバーがプロジェクトに参

画。グローバルレベルでノウハウを蓄積しており、ご

要件に合わせた柔軟なリソース配置が可能です。

コンバージョンにおける計画～非互換対応、移行

後のテスト支援まで一貫してサポートします。またコ

ンバージョンのタイミングに合わせ、非互換診断の

アセスメントサービスやBPIサービス、AMSサービス
等もご用意しています。

No 作業概要 作業内容

1 非互換調整計画作成/基盤・BASIS要件定義 アプリ・BASIS領域のコンバージョン計画の作成

2 SAP S/4HANAコンバージョン
SAP社の標準ツール（SUM）を利用し、ECC6.0からS/4HANAへのコンバージョン作業の実施

※開発機・検証機・本番機のシステムコピー作業も実施

3 SAP S/4HANA変換調整 上記のコンバージョン作業と並行してSI-Checkのエラーおよび警告のアプリの調整を実施

4 アドオン改修 アドオンプログラムの非互換箇所の改修＆動作確認を実施

5
• テスト支援システムテスト

• 運用テスト

システムテスト、運用テスト時に発生する不具合への対応を実施

※対応対象：SAP標準チェックツールの非互換検出漏れやSAP S/4HANAの標準機能の不具合の対処

6
移行リハ（SAP S/4HANA領域）

本番切替（SAP S/4HANA領域）
コンバージョンのリハーサル計画書を作成し、移行リハーサル2回と本移行作業を実施

※移行リハーサル1は平日日中作業、移行リハーサル2・本移行作業は24時間作業

7 切替後サポート（SAP S/4HANA領域）
本移行完了後の不具合対応実施（標準期間：1ヶ月）

※対応対象：SAP標準チェックツールの非互換検出漏れやSAP S/4HANAの標準機能の不具合の対処

注1）お客様がお使いの現在のSAP ERPシステムのバージョンや使用されている業務機能、アドオンプログラムの本数など

キャレットを右へ単色塗りつぶし キャレットを右へ単色塗りつぶし 

動画であることが分かるように再生ボタン
を追加、リンクを設置（リンク先はWeb
から確認）
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https://youtu.be/h3PppQIQuIQ?rel=0
https://youtu.be/NoVcpcCvG1k?rel=0
https://youtu.be/h3PppQIQuIQ?rel=0
https://youtu.be/h3PppQIQuIQ?rel=0
https://youtu.be/NoVcpcCvG1k?rel=0
https://youtu.be/NoVcpcCvG1k?rel=0
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